
鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇体育館整備基本構想における”コンセプト”はいずれも重要。必要なこと。是非具体化された
い。
〇構想（案）はとても良くできていると思います。特に賛成する箇所（9ページ）勤労青少年
ホーム及び市民プールに係る記述、（10ページ）するスポーツの促進、支えるスポーツの促進、
（12ページ）基本的に必要な施設整備
〇市民体育館の継続は必要と思います。特に子供だけでなく幅広い世代の利用を可能とする事
で、より多くの利用者を増やしてほしい。
〇特化した体育館施設でなく、多様性の体育館施設がよいと考えます。アスリート養成のための
施設、特殊な競技のための施設　、鳥取県施設と二重になる施設は不要　の考え方はよく理解で
きますが、鳥取市民として考えた時、世界標準でなくても、いろいろな大会や競技ができ、加え
て誰でも簡単に使用できるような体育館施設と運用(年間を通して特定の団体に偏らない)を要望
します。
〇国道からのアクセス並びに駐車について、幹線国道５３号線からの進入については、南行きと
北行きでは大きな違いがあります。付近には市道から国道に接続する交差点があり、渋滞は免れ
ないと思います。また現状では、体育館敷地内道路から市道の合流点に体育館側からの一時停止
標識もなく事故の危険があります。また市道は小中学生の通学路となっており十分な配慮が必要
です。付近には特別な駐車スペースがないため、路上駐車等地域住民とのトラブルが発生しない
ように一定の配慮をお願いします。２階に駐車場を設置することが望ましいと思います。
〇出来ましたら、現在地の横に整備して頂きたいです。次の50年、100年後には現在地に立て直
し出来ます。未来の為に今決断して頂きたいです。よろしくお願いします。
〇現在の体育館を解体する前に、横にある駐車場で新しい体育館を建てて頂き、利用者難民が無
いようにお願い致します。
〇市民体育館は築後４０年以上経過しており、過去幾度かの改修を行っておりますが、近年地震
に対する検討に対し耐震基準を大きく下回っているという事実を踏まえ、改築という選択は良
かったと思います。新たに新築をするとなると土地の選択及びトータルコストでは相当な資金が
必要で、市民にさらなる負担が増加すると思われます。現在の場所での改築には色々な問題が想
定されます。すべての意見の取入れには問題があり、今後の経営を考慮した施設運営も当然考え
ていななければなりません。
〇フットサルの大会で年4回使用させて頂いております。大会的には上は55歳～6歳と幅広い年齢
の市民、及び近郊の方に参加して頂いております。大体ですが参加人数200名、応援を合わせる
と300名近い参加者がある大会です。今年度も4回予定しており現在11回目、小学生のみの大会は
4回目の実績があります。市民体育館整備には賛成ですが、使用期間が無くなるのは非常に厳し
いです。この大会のために、チームでユニホーム作成し毎週　親子、友達で練習しているチーム
も多く、目標を無くすのは、主催者として参加者に申し訳有りません。
他の体育館では、コート2面で1日で15チームの試合をさばける所がなかなか厳しいです。
〇子供のバドミントン教室の体育館を予約するのが厳しい状況です。市民体育館が使えなくなる
とますます予約しにくくなるのではないかと不安でいっぱいです。
〇新築中に利用できないことだけは絶対に避けて下さい！！現在、利用にあたり毎月抽選会等を
行って利用しておりますが、他団体と重ねれば利用したくても出来ない事もあるくらい、稼働し
ております。新築中に利用できないとなれば、今利用している10万人は大変困ります。小学生も
利用しております。2～3年も使えない状態は、かわいそうです。

市民政策コメント実施期間　平成２９年４月１７日（月）から平成２９年５月１９日（金）

　本市では「鳥取市スポーツ推進計画」において「年
齢や性別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じて
スポーツに親しむことのできるまち」を基本理念とし
ています。

　新たな市民体育館は、市民総スポーツの推進拠点で
あることはもとより市民の健康づくりや地域活性化の
推進拠点として、さらに災害発生時には地域の緊急避
難所としてしての役割を果たすことのできる施設にし
たいと考えています。
（基本構想案　10ページ、11ページ）

　現在、年間に１０万人以上の市民が利用する施設と
して、利用者の安心・安全を確保する観点での早期実
現性と生涯必要経費も最小限にするなどの効率性を総
合的に検討して、現在の敷地を有効活用して再整備す
ることが最善と判断したものです。

　現在敷地での建て替えに際しては、市民体育館周辺
の交通渋滞対策や駐車場の確保、勤労青少年ホームを
含めた周辺施設の一体的な再整備を検討し、効果的・
効率的な公共施設の再配置を促進したいと考えていま
す。
（基本構想案　9ページ）

　また、建て替えとなれば一定期間体育館が使用でき
なくなることは避けられませんが、可能な限り使用で
きない期間を短縮することも大切な検討要件であると
考えています。

基本コンセプト
に関連する意見

建設に関連する
意見
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇市民体育館への進入路について：地区住民が日々利用している道路より、公園内道路が広いた
め体育館等の利用者が優先意識を持っており事故発生が懸念されているので、進入路について事
故防止を考慮していただきたい。
〇トレーニングルームのフリーウエイトの充実をお願いします。
〇現在ソフトテニスで市民体育館を利用させていただいていますが、上からの光が入って球が見
にくいのですが、体育館のコートの方向と光が入ってくる方向が同方向のため球が見えにくいで
す。窓の方向とコート面の方向の考慮をお願いします。
〇ジムのコーナーにインストラクターを置いていただくともっと利用が増えるかもしれません
ね。
 2階フロアーをコンクリではなく、強度のあるマットをひいていただいて、走るスペースもあれ
ばいいかも（危険ですかね？）
 冷暖房の完備は難しいですよね？
調理ができるスペースがあればすごいと思います。市民体育館の利用キャパが広がる。
〇現在の体育館の施設や管理運営に係る優れた下記の点をぜひ引き継いでいただきたい。①中2
階をランニングコースや卓球場として利用できるようにされている事。②屋根付き駐輪場があ
り、いろいろな方法で利用できること。③職員の方々がいづれも親切丁寧である事。④施設広報
が徹底されていてわかりやすい事。
〇避難所としての機能についても重要であるが、体育館の機能を優先すべきであり、使いにくい
構造とならないよう配慮してください。
〇市民プールが必要との意見も分かるが、利用が少ないと思われる。どうしてもの声があれば利
用予想（シミュレーション）を外部にて作成すべき
〇引き続きフットサルが出来る施設に必ずしてください。サッカーの人気に伴い、フットサルの
人口も急増しております。フットサルは、現在国内プロリーグもあり、それを目指す子供達も多
くいます。
しかし、鳥取市内にフットサルが出来る施設が少なく、特に窓ガラスなどが保護されてない施設
ではフットサルが出来ません。現在の市民体育館は、唯一の施設であり、後に全国大会につなが
る大会の地区予選も行われています。また、利用状況を調べて頂ければ、フットサルで利用する
方も多くおられるはずです。
〇トレーニングルーム等での指導者や説明者は必要だが、常時は無理であり、ネットなどの方法
で相談しやすい・問い合わせができやすい環境とすべきと思う。
その他：駐車場は利用しやすく、十分なスペースの確保をお願いします。
〇市民プールはどうなるのか：市民プールは使用できない状況のため放置されたままです。健康
づくりは体育館だけではありません。市民プールも現在の場所に新しく整備するのでしょうか。
いずれにしても、市民プールについてもどうするのか、体育館と一体的に整理していただきた
い。
〇鳥取の子供たちにいろいろなスポーツ体験をしてもらうため、他県にあるが、鳥取県では消滅
してしまったスケートリンクを体育館の整備に合わせ、是非とも作ってほしい。単独施設での整
備は難しいと思われるので、体育館の１階部分にリンク、２階をアリーナにし、冷暖房機能を付
加していただきたい。
〇前回の提言に対する意見の中で複合施設化に関する意見が23件もあったのに、今回の整備計画
では一言も触れていない。鳥取県内にスケートリンクがなくなって久しいが、体育館の整備と同
時にスケートリンクとの複合施設の設置を望むものである。今、羽生選手や、引退した浅田選手
などのおかげでスケートブームで鳥取市内にスケートリンクができると必ずや市民の健康増進に
つながるものと考える。

　現在、年間に１０万人以上の市民が利用する施設と
して、利用者の安心・安全を確保する観点での早期実
現性と生涯必要経費も最小限にするなどの効率性を総
合的に検討して、現在の敷地を有効活用して再整備す
ることが最善と判断したものです。

　現在敷地での建て替えに際しては、市民体育館周辺
の交通渋滞対策や駐車場の確保、勤労青少年ホームを
含めた周辺施設の一体的な再整備を検討し、効果的・
効率的な公共施設の再配置を促進したいと考えていま
す。
（基本構想案　9ページ）

　また、建て替えとなれば一定期間体育館が使用でき
なくなることは避けられませんが、可能な限り使用で
きない期間を短縮することも大切な検討要件であると
考えています。

施設の機能改善
や複合化等に関
連する意見

　本市としては、これからの公共施設経営を考え、ま
た、本市にある県立体育館等の優れた施設環境とのバ
ランスにも配慮しながら整備を進めなければならない
ため、市民体育館の再整備（更新）については、基本
コンセプトを踏まえたうえでベースとなる最小規模の
施設を想定すべきものと判断します。

　そのうえで、可能な限り自由度の高い民間提案を引
き出す事業手法によって整備を進め、サービス向上と
必要経費削減を実現できる多機能化と複合化を図り、
新たな市民体育館に「夢と希望の発想」を付加したい
と考えるところです。
（基本構想案　12ページ）
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇前回も提言に意見をしましたが、孫がスケートを見て、大変興味を持っており、これからのこ
とを考えるとぜひとも鳥取市にスケート場を作ってほしいと思います。今度できる体育館に複合
施設として整備できることは可能であると思いますので整備計画に追加をお願いしてスケート場
を作ってください。お願いします。
〇前回の提言にも意見を出しましたが、この度スケートの複合施設のことが取り上げられなくて
残念でなりません。岡山から鳥取に帰ってきて、息子が岡山でスケートを習っていましたが、鳥
取市にはスケート場がなくスケートをあえなく断念しておりました。これを機会にぜひともス
ケート場との複合施設としての体育館の整備を強く望むものです。これからの子供たちのための
施設になることを期待しております。この度の意見が無駄にならないことを強く望みます。
〇前回の提言時にもスケート場との複合施設の意見を書きましたが、27件も意見があったのに、
この度の計画には取り上げてもらえず、何のための意見であったか疑問が残ります。この度の計
画には必ず「スケート場との複合施設としての体育館」と明記していただきたいと思います。鳥
取市にスケート場がなくなり久しいですが、スケート場はこれからの子供たちのためにも必要な
施設であると思いますのでぜひとも設置をお願いします。
〇岡山から引っ越してきましたが、鳥取にスケート場のないのに驚きました。岡山の時に、息子
はスケートを習っておりましたが、鳥取にはなくて残念な思いをしております。この度の体育館
の整備にあたり前回もスケート場との複合施設との意見もたくさんあったように伺いますので、
ぜひとも今度の計画には体育館とスケート場との複合施設になるように強く望みます。今後の鳥
取の子供たちのためになる施設になるようお願いします。
〇鳥取市をより魅力ある街とするためにも、今多くの子供たちに大変注目されていて、人気のス
ポーツ施設であるアイススケートリンクの併設をぜひともお願いします。「すごい鳥取市」にす
るために。
〇是非ともアイスリンク併設を希望します。ただの遊びではありますが子どもの頃から滑るのが
好きで、リッチランドがあった頃は頻繁でないにしろ滑りに行っていました。現在は冬季のみ津
山の屋外リンクへ出掛けていますが天候に左右されますし、鳥取にもリンクがあれば良いのにと
思っていました。峠を越えずとも遊びに行けるリンク、是非とも実現させて頂きたいです！宜し
くお願い致します。
〇鳥取市民体育館の再整備を行うならば、ぜひスケートリンクの設置を希望します。我が家の子
供は「スケートがしたい！どうして鳥取ではスケートできないの？」と時折ぼやいています。
（以前住んでいた県ではスケートリンク設備があったので）。どうかご検討のほどよろしくお願
いいたします。
〇鳥取大学にはアイスホッケー部が存在するのに鳥取にはスケートリンクはありません。そのた
め、私たちは毎週土曜日に島根または岡山のリンクを使用させていただいています。交通費はす
べてプレーヤー持ちで行き帰りの運転も学生がしています。リンク貸切の時間も夜中なので、鳥
取大学前に帰ってくるのも深夜3時です。正直、疲れてる中、真っ暗の中運転で不安でいっぱい
です。練習も平日に他県に行けるわけもなく、週一しかできないのでチームとしての功績も伸び
悩んでいます。一年生を勧誘する際、そんな時間に帰ってくるんか～って交通費でそんなかかる
んか～って学生がそんな長距離運転するんか～って、悩まれます。せっかくアイスホッケーとい
うスポーツ自体に興味を持ってもらえるのに、悔しい思いでいっぱいです。この機に本当に鳥取
にリンク創設をお願いします。今後アイスホッケー部の一員になってくれた後輩のために、今み
たいなしんどい思いをしなくても、アイスホッケーというマイナースポーツに気軽に挑戦できる
ように、お願いします！！！

　本市としては、これからの公共施設経営を考え、ま
た、本市にある県立体育館等の優れた施設環境とのバ
ランスにも配慮しながら整備を進めなければならない
ため、市民体育館の再整備（更新）については、基本
コンセプトを踏まえたうえでベースとなる最小規模の
施設を想定すべきものと判断します。

　そのうえで、可能な限り自由度の高い民間提案を引
き出す事業手法によって整備を進め、サービス向上と
必要経費削減を実現できる多機能化と複合化を図り、
新たな市民体育館に「夢と希望の発想」を付加したい
と考えるところです。
（基本構想案　12ページ）
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇スケートリンクを希望します。鳥取市からスケートリンクが消えて大部経ちますが、その間に
来たスケートブームにも、リンクがないからと諦めた人たちが大勢います。スケートの素晴らし
さに多くの方が気兼ねなく触れあえるようになれば良いと思います。
〇一緒にスケート場も作って欲しいです。現在、鳥取にはスケート場が無くウィンタースポーツ
として大山などでのスキーくらいしか無く、とても心細いです。冬季オリンピックではフィギュ
アやアイスホッケーなど日本人が活躍しているスポーツがあるなか鳥取からの出場が困難である
状態です。また私は今鳥取大学でアイスホッケーをやっていますが島根や岡山に練習に行く日々
を過ごしています。とても大変です。お願いします。
〇スケートリンクとの複合化を提案します。まずは青少年が冬のスポーツとしてスケートを経験
できることで、選択の幅が広がります。通年とすることで夏には合宿地として県外から選手が来
ます。温泉地も近くにあり賑わいます。
〇市民体育館の建てかえに伴ってスケートリンクを作る計画も持ち上がっていると聞きました。
是非つくっていただきたい。リッチランドが閉鎖　取り壊されてから長い期間テレビで見るだけ
になってしまったアイススケート　親にねだったり、町内こども会で出掛けた小学校時代　友達
だけでワクワク出掛けた中学時代の楽しさが思い出されます。出かける娯楽施設が減ってしまっ
ている鳥取市に是非スケートリンクの復活をお願いします。
○鳥取の冬は長くて子供が力いっぱい運動できる場所が少なくなるので、スケートリンクがあれ
ば冬のスポーツを楽しめると思います。
〇鳥取の子供たちにいろいろなスポーツ体験をしてもらうため、他県にあるが、鳥取県では消滅
してしまったスケートリンクを体育館の整備に合わせ、是非とも作ってほしい。単独施設での整
備は難しいと思われるので、体育館の１階部分にリンク、２階をアリーナにし、冷暖房機能を付
加していただきたい。
〇市民体育館再整備基本構想にスケートリンクを含むスポーツ施設を検討いただきたいと思いま
す。
鳥取県内にスケートリンクがなくなり、十数年。近年、全国的にもアイススケートリンクが減少
しています。スケーターにとって練習場の確保は大変な苦労と思います。市内、県内の選手は他
県へ練習場を求め日々大変な苦労をしているのが現状です。アイススケートリンクの設置は県内
外のスケーターの利用のみでなく、レジャー施設の少ない鳥取市民のレクリエーションの場、学
校での課外活動での利用も可能かと考えます。
また、アイススケートリンクが設置されれば、他県からの合宿、大会誘致等により鳥取市全体の
活性化に繋がるのではないかと考えます。
ぜひ、ご検討いただければと思います。
〇鳥取県内でのアイススケートリンク設立は非常に良いことだと思います。
アイススポーツというのはなかなか普通に暮らしている中では馴染みがないと思います。そこで
鳥取にリンクができることで、様々な人が身近にアイススポーツに触れ合うことができ、鳥取県
でのアイススポーツ人口が増え、より活動も活性化することでしょう。またアイススポーツと触
れ合うことで日々の生活が更にアクティブで刺激の多いものとなると思います。つまりリンクを
鳥取につくることで鳥取県民の生活の質がより高まると思うのです。
私は鳥取大学でアイスホッケーをしています。現状では、練習するために島根や岡山まで行かな
ければならず、非常に金銭的、肉体的に厳しい環境で活動をしています。
そこで、鳥取にスケートリンクができれば、より余裕を持って意欲的に練習が出来、部員のやる
気も上がり、他大学とも渡り合えるようになるでしょう。
以上の理由より、私は鳥取へのリンク場建設を強く推します。鳥取県民のため、是非ともご検討
よろしくお願いします。

　本市としては、これからの公共施設経営を考え、ま
た、本市にある県立体育館等の優れた施設環境とのバ
ランスにも配慮しながら整備を進めなければならない
ため、市民体育館の再整備（更新）については、基本
コンセプトを踏まえたうえでベースとなる最小規模の
施設を想定すべきものと判断します。

　そのうえで、可能な限り自由度の高い民間提案を引
き出す事業手法によって整備を進め、サービス向上と
必要経費削減を実現できる多機能化と複合化を図り、
新たな市民体育館に「夢と希望の発想」を付加したい
と考えるところです。
（基本構想案　12ページ）
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇最近スケート界でも日本選手の活躍がめざましく、鳥取にアイスリンクがあれば子供達が興味
を持ち、練習する事で上達し、将来鳥取からさらにメダリストが出るのも夢ではないでしょう。
また、地元選手の皆さんが余計な経費や労力をかけずに地元で練習できればいい結果につながり
ます。
さらに、子供達にとっては冬の遊び場が限られるので、アイスリンクが出来れば子供達も喜びま
す。
大人も子供も楽しめるアイスリンクを是非鳥取市民体育館内に造って下さい！
〇地下にアイススケートリンク。ランニングコストを考え、地下施設が最適だと思います。
〇全国でスケートに対する関心が高まる中、鳥取県にはスケートリンクがありません。今、設立
することで、市民の皆さんの興味もたくさん得られると考えています。そこで私は市民体育館に
スケートリンクを設立してほしいです。
〇スケートリンクを作って欲しいです
〇市民体育館にスケートリンクを設立して頂きたいです
〇私はスケートリンクを新設していただきたいと考えています。その理由は以下の2つです。
まず、現在鳥取県にはスケートリンクがなく、県民が気軽に氷上スポーツにふれることのできる
環境が整っていません。テレビでフィギュアスケートやスピードスケートの試合を見た際に、自
らもスケートをしてみたいと思っても身近にスケートリンクがないために私たちは県外に赴かな
ければなりません。そのための交通費用や施設でかかる費用を考えると、気軽に出向くことがで
きない県民もいるのではないでしょうか。市民体育館にスケートリンクを設置することで、今ま
ではスケートをしたくてもできなかった住民が利用することができ、スポーツによる健康の増進
にも繋がると思います。
また、設置することでプロ・アマチュアを問わずスケート選手を鳥取県に招くことができます。
それによって選手によるスケート教室のレッスンを開催することができます。また選手の滑りを
見ようと鳥取に人が集まることも予想されます。
人が集まることによって騒音などの弊害を心配されるかもしれません。しかし、スケートは屋内
でのスポーツなので、屋外に音が漏れ聞こえることはありません。
以上の理由から、私はスケートリンクの新設をお願いしたいです。
〇市民体育館にスケートリンクを造設して頂きたいです。
近年、フィギュアスケートを始めとした、スピードスケート、アイスホッケーなどの氷上スポー
ツは目覚ましい発展を遂げ、人々からの絶大な人気を誇るようになりました。そして、その人気
に比例するように、氷上スポーツを習い始める人々も増えています。
しかし、鳥取県には現在、スケートリンクは設備されていません。この状態では、鳥取市民は氷
上スポーツの楽しさ、素晴らしさに触れることが出来ません。
氷上で輝く選手達をを観て、競技の虜となった人々が、自分も競技を習いたいという熱い情熱を
持っていたとしても、鳥取市の環境がそれを強制的に諦めさせているのです。これは、非常に
由々しき事態ではないでしょうか。
私達鳥取市民は、上記の理由により、鳥取市民体育館にスケートリンクを造設することを強く望
みます。

　本市としては、これからの公共施設経営を考え、ま
た、本市にある県立体育館等の優れた施設環境とのバ
ランスにも配慮しながら整備を進めなければならない
ため、市民体育館の再整備（更新）については、基本
コンセプトを踏まえたうえでベースとなる最小規模の
施設を想定すべきものと判断します。

　そのうえで、可能な限り自由度の高い民間提案を引
き出す事業手法によって整備を進め、サービス向上と
必要経費削減を実現できる多機能化と複合化を図り、
新たな市民体育館に「夢と希望の発想」を付加したい
と考えるところです。
（基本構想案　12ページ）
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇鳥取市民体育館建替えでのスケートリンク複合案賛成派です。
私はフィギュアスケートの観戦が趣味です。一緒にテレビ視聴している娘も影響を受けて「お母
さんスケートやってみたい」と言ってくれるのですが、県外のスケートリンクに連れて行くこと
が出来ず、未だ実現出来ないでいます。今回の鳥取市民体育館の改築予定の関連の話題で初め
て、鳥取にスケートリンクがあったことを知りました。鳥取県には結婚を機に4年前に移住して
来たので知りませんでした。
日本を代表するフィギュアスケート選手やプロ選手と縁のあるリンクだったとのことで、無く
なってしまったのは本当に残念だったと思いました。そして、「鳥取に再びスケートリンクを」
との思いが抑え切れず、こうして意見書を書いている次第です。居ても立ってもいられませんで
した。
　鳥取にスケートリンクが出来たら必ず家族で遊びに行きます。スケート教室など開催して頂け
たら、娘だけでなく私も一緒に参加したいくらいです。また鳥取のリンクから日本を代表する選
手が育って行くのを見守ることが出来たら、フィギュアスケートファンとしてこんなにエキサイ
ティングなことはありません。私的な理由となってしまい大変恐縮ですが鳥取市民の声として聞
いて頂けたら幸いです。何卒よろしくお願いします。
〇市民体育館の再整備については、基本構想（案）の中で現状と課題そして利用者の将来予測と
ともに、新体育館建設の基本的な考え方が明確に示されており、平成31年度の竣工を目指して積
極的に進めるべきと思います。鳥取市の今後の人口予測からは、少子高齢化が急速に進み、社会
構造が大きく変動し、一人一人が現在以上に、より健康でより能力を発揮することで社会が維持
されることになると思われます。幼児から青年、壮年、老年の全ての世代が、健康であること
は、健全な社会の持続的発展のために重要であり、この観点からも新市民体育館の早期の建設は
大変重要なことです。
　また、新市民体育館の再整備構想の中には、スケートリンクの整備との複合化をぜひ取り入れ
ていただくことを希望します。鳥取市はすでに「スケートリンクについての検討委員会」を立ち
上げ、「建設すべし」との結論を市長に答申しています。残念ながら中国５県の中で、スケート
リンクがないのは本県だけであり、国体種目でも以前は高得点をあげていましたが、現在はス
ケートリンクが県内にないため、選手の育成が年々非常に困難な状況になってきています。一
方、鳥取県の児童生徒の体力は決して高くなく、将来に向かっての基礎体力の向上が必要であ
り、高齢者にとっても、スケートやカーリングを含めた様々なスポーツを年間を通じて体験し楽
しめる施設と指導が必要と思います。鳥取県と協力して建設する考えもあると思います。新市民
体育館の最整備については、スケートリンクの建設を含めた複合化をぜひともお願いいたしま
す。
〇対象者も子どもから高齢者まで幅広くなると思うが、特に地域の宝と言っても良い子供たちに
十分配慮した内容を希望する。
今課題となっているスケートリンクを今回の体育館整備に併せ是非実現していただきたい。かつ
てのリッチランドのリンクが廃止されてから久しいが、鳥取の子ども達の活動の場、楽しみの場
を早急に復活整備を願う。
中核市にふさわしい希望や誇りを持てる施設を！！そして地方の活性化を！！

　本市としては、これからの公共施設経営を考え、ま
た、本市にある県立体育館等の優れた施設環境とのバ
ランスにも配慮しながら整備を進めなければならない
ため、市民体育館の再整備（更新）については、基本
コンセプトを踏まえたうえでベースとなる最小規模の
施設を想定すべきものと判断します。

　そのうえで、可能な限り自由度の高い民間提案を引
き出す事業手法によって整備を進め、サービス向上と
必要経費削減を実現できる多機能化と複合化を図り、
新たな市民体育館に「夢と希望の発想」を付加したい
と考えるところです。
（基本構想案　12ページ）
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇昨年(平成２８年)の鳥取県中部地震発生2週間後、町内全世帯を対象にしてアンケートを実施
しました。寄せられたその中に「避難所はどこか明確に」が数件ありました。地区で防災に関す
る会議や訓練を実施すると「水害に対する避難所」が話題となっています。確かに「市からの情
報に従い、他地区へ避難してください」と机上では言えますが、こんなことでよいのでしょう
か。１万人余りが暮す美保地区、こんな案内でよいのでしょうか。特に新袋川と大路川に挟まれ
た土地で暮らす人々にとって、最後の砦の避難所が皆無とはひどいと思います。現在の土地は低
く、道路も浸水し、インフラも被害を受ける恐れがあります。だからこそ水害時、安心できる避
難所が必要です。地域の特性を考えて避難訓練を行い、さらに全国の災害例等を学び、地域に適
した設備等を順次整備していくことにより、地区住民が安全安心に過ごせる地域になるものと考
えます。避難所ゼロはあまりにも地元を軽視しています。この度の新市民体育館再整備において
は、最低でも大呂川の土手最上面より床を高くして大洪水に耐え、近々に起きる可能がある震度
7.5の地震に耐えうる強固な基本設計にしてほしい。如いては、長期間の避難が可能な公共施設
となり、鳥取市の防災の中心拠点の一つに繋がります。
〇美保地区に対応した防災機能の充実
現在、美保地区には水害の時の避難所がありません。したがって、耐震性能だけでなく、水害時
に強い避難所の設置を考えて整備していただきたい。美保地区には鳥取市の一割近い多くの住民
が生活しており、どんな災害の時に対し避難者を何人収容できるか？
〇災害備蓄スペースについて
現在の市民体育館が立地している場所は、河川の近くで低地にあります。水害に会いやすい場所
にあり、災害時には市民体育館は、避難所としては使用できる場所ではありません。そのような
場所に備蓄スペースを設置して機能するのでしょうか？
〇体育館の主たる用途として、健康増進拠点の役割はもとより、多くの体育館が防災拠点として
避難所に指定され、その役割を担っているが、鳥取市最大の世帯数・人口を抱える美保地区にお
いては、水害に対し安全を確保できる適当な施設がないという理由により、鳥取市は美保地区に
は水害時における避難所を指定していない。このことは鳥取市行政の明らかな怠慢であり、この
際、体育館整備構想の中で安全性の高い施設建設を目指して避難所指定に向かう絶好の機会であ
る。2年前に開催された美保地区地域づくり懇談会において、避難所に関する質問に対し、市長
は無責任にも「若葉台に避難してください」と答弁したと聞き、美保地区住民は市長のあまりの
資質の低さにあきれ、失望している。住民生活の安全確保と健全財政を最重点課題とした市政運
営を強く求める。
〇災害時における避難所の充実について
　大路川と新袋川に挟まれ、近くに川内川に接する美保地区は、市内でも多くの人口を擁する地
域です。美保地区には水害時における避難所がありません。建設を予定されている、「鳥取市民
体育館」に是非とも避難所機能及び避難所に必要な「備蓄品保管スペース」の設置（建設）を希
望します。
〇私は、体育館が所在する美保地区に住んでおります。当地区は御承知の通り、大路川、新袋川
に挟まれた川尻に近いところにあり、まして大路川は目の前に存在しております。美保地区は、
河川氾濫時の避難場所がありません。火災、地震を含め、災害避難場所としての機能が必要不可
欠と思います。
〇美保地区に対応した防災機能の充実：現在、美保地区には災害（水害）の時の避難所がありま
せん。従って、単に、一般論としての避難所ではなく、美保地区の場合には災害の種類による避
難所の設置を考えて整備していただきたい。美保地区には多くの住民が住んでいます。どんな災
害の時に何人の避難者を想定しているのでしょうか？

　公共施設は、災害発生時には市民の命を守る重要な
役割を担わなければいけません。
　現在地周辺は、浸水想定区域であるため、洪水や津
波等の危険がある場合は避難所として指定することは
できませんが、耐震性を備える事で、地震発生時にお
いては避難所としての適用性を満たす事となります。
　新たな市民体育館は、様々な災害の発生を想定して
地域の緊急避難所としての機能を果たす体育館にした
いと考えます。
（基本構想案　2ページ、11ページ）

避難所機能に関
連する意見
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇災害備蓄スペースについて：現在の市民体育館が立地している場所は、標高が非常に低いとこ
ろにあり水害が想定されやすい場所にああります。災害時には市民体育館は、避難所としては使
用できません。（鳥取市総合防災計画）そのような場所に備蓄スペースを設置するのでしょう
か。防災担当とも十分に連携をとっていただきたい。
〇美保地区に対応した防災機能を備えた施設としての整備～美保地区は河川に三方囲まれた地域
が中心の地区であり、特に水害時の避難所機能を備えた施設としての整備を希望します。
〇美保地区には、①市民体育館、②県立産業体育館、③勤勤労者青年のための体育館があり、体
育関連施設に恵まれていました。しかしこれらは美保地区の管理下にはなく、地区のスポーツ大
会や、日々のスポーツ活動や遊びには使われてきませんでした。一般住民にとっては、非常に利
用しづらい体育施設でした。現在では③は取り壊され、後どうなるのか分からない状況です。美
保南体育館がありますが、日々の使用には遠くて、現実的には使えません。そんな中、この度の
市民体育館の整備に合わせて、美保地区の体育館を設備してほしい。別棟でなくとも、内部に適
切な部屋、それとも、部分的に管理を美保地区に任せるとかの工夫をお願いしたい。現在では、
一般の人(高齢者を含めて)がスポーツを楽しんだり、子供が屋内で気楽に遊んだり、スポーツす
る場所もないのが現状です。ぜひ美保地区の体育環境も考えていただき、市民体育館の整備をお
願いします。
〇市民体育館にミニ体育館を併設し美保地区体育館として活用～多くの地区ではすでに健康づく
りの拠点として地区体育館が整備されていますが、鳥取市人口の一割近い多くの住民が生活する
美保地区にはそのような施設がありません。地区にありながら市民体育館の利用が自由にできな
い現在、美保地区住民が優先的に利用できるミニ体育館の併設を考えていただきたい。
〇美保地区を健康で活気のある地域にして住民相互のコミュニケーションを活発にしていきたい
と思っています。その一環としてスポーツがありますが、美保地区には、専用の体育館がないた
め、卓球やバドミントン等の室内スポーツの練習があまりできていません。そのため、美保地区
住民が自由に利用できる専用の体育館を市民体育館に併設していただきたいと思います。
〇市民体育館があっても地区住民が自由には使えません。他地区には自由に使える体育館がある
のに。大きな体育館でなくても、美保地区住民が自由に使えるミニの体育館を併設してほしい。
そうすれば、年寄りでも子供でも自由に体を動かすことができます。
〇地区住民の健康づくりについて
〈現状〉美保地区においては、他地区のように公民館に併設した、体育館やグランドがありませ
ん。鳥取市教育委員会の話では、「美保南体育館」が美保地区と美保南地区共同の体育館である
と説明されますが、実態として地区住民には理解されていません。また、理解されたとしても、
会場の利用は年度当初の抽選会で決まることから、地区住民が随意に利用する事は困難です。
〈意見〉上記の現状を理解いただき、地区住民の健康づくりを推進する施設として、この度建設
を計画されている「鳥取市民体育館整備構想」に考慮頂きたい。
〇美保地区にある体育施設としては、美保小学校、南中学校、産業体育館、美保南小学校、美保
南体育館とありますが、学校施設は教育に使用、他の市及び県施設についての使用は多数の利用
者があるため、当地区の高齢者が利用をするのは大変難しいと思っております（土日含む）。近
年高齢者の医療費増加が問題視されておりますが、一方、国や地方公共団体では盛んに健康維持
をするために運動をすることを奨励しております。運動が健康維持に必要であり高齢者医療費の
削減に効果があるという事です。当地の高齢者が健康で暮らせ、気兼ねなく利用できる体育館が
地区全体の総意としても必要であり併設を強くお願いするものです。市民プールは現在老朽化が
激しく休止状態が長く続いています。多くの市民が利用できるプールの必要性を強く感じてお
り、全体構想の中で設置をお願いします。

　公共施設は、災害発生時には市民の命を守る重要な
役割を担わなければいけません。
　現在地周辺は、浸水想定区域であるため、洪水や津
波等の危険がある場合は避難所として指定することは
できませんが、耐震性を備える事で、地震発生時にお
いては避難所としての適用性を満たす事となります。
　新たな市民体育館は、様々な災害の発生を想定して
地域の緊急避難所としての機能を果たす体育館にした
いと考えます。
（基本構想案　2ページ、11ページ）

　本市ではスポーツに関する施策を総合的に推進する
ため「鳥取市スポーツ推進計画」を策定し「年齢や性
別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じてスポー
ツに親しむことのできるまち」を基本理念としていま
す。具体的な施策を展開するための４つの基本方針の
一つに「地域におけるスポーツ活動の推進」を掲げて
おり、地域においてもスポーツ活動を実践できる環境
を整えることが大切な施策と位置づけているところで
す。

　地区体育館については、合併地域の総合体育館や廃
校となった旧小学校の体育館を合わせると、現在４２
の地区体育館がありますが、全体に老朽化が進んでお
り、平成２７年度に実施した調査では、全体の約４割
が「顕著な劣化がみられる」と判定されています。
　本市では、平成２６年度から継続的に開催している
外部有識者による「市民体育館等あり方検討委員会」
において、市民体育館を含む市内体育館の今後のあり
方の検討を進めており、地区体育館の位置づけや管理
方法、統廃合を含めた地区体育館の再整備に係る基本
的な考え方をまとめたいと考えています。
　美保地区における体育館についても、その基本的な
考え方を踏まえて検討したいと思います。

避難所機能に関
連する意見

地区体育館に関
連する意見
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鳥取市民体育館再整備基本構想（案）市民政策コメントのご意見と市の考え方

意見・提案の内容 考え方
〇市民体育館にトレーニングルーム（ミニ体育館）を併設し美保地区体育館として活用：この市
民体育館の建設によってすべての市民・多くの市民が訪れスポーツにふれる機会を創出するとあ
ります。しかし現実は、市民体育館の利用が自由にできるわけでなく、会場利用については抽選
等によらざるを得ません。多くの地区ではすでに健康づくりの拠点施設として地区体育館が整備
されています。美保地区にはそのような施設がありません。したがって、地区体育館を持たない
美保地区を考慮して市民体育館の建設を考えていただきたい。例えば、トレーニングルームとし
てバスケットやバレーボールコートの半分程度のミニ体育館を近くに併設し地区住民がいつでも
自由に利用できるようにしていただきたい。
〇地域の健康づくりの拠点施設の機能も備えた体育館の整備～美保地区に３０年以上住んでいま
すが、市民体育館を利用したのは５月１４日に行われた美保地区運動会のみです。この地区にあ
る施設ですが、競技のスポーツをしない者には利用の機会がありませんので。地区の健康づくり
の拠点施設の機能も備えた体育館の整備を希望します。
〇対象とする区域は鳥取市のみに限定することなく、県の東部、更には兵庫県の但馬も視野に入
れた検討を（高速道路の整備等）

鳥取らしさを活かし、観光誘客や広域的な地域交流に
よって賑わいの創出の拠点施設となる体育館を目指し
たいと考えています。（基本構想案　11ページ）

〇美保小学校や、その周辺施設との総合的な計画。
現在美保保育所の建設に伴い、多目的広場の一部が利用できなくなっております。
そのことによって、今年の美保小学校の運動会は、小学校体育館で行われると聞きました。
おかしくないですか？
美保小学校は、校庭を持ち合わせているのに、その校庭が狭くて、毎回多目的広場を利用して運
動会を行っている事が不思議です。
美保地区の人口増加によって、鳥取市で一番生徒が多い小学校になりました。
周辺施設である、市民体育館、旧市民プール、美保球場、美保公園、多目的広場、勤労青少年
ホームヤングプラザ、勤労青少年ホーム体育館、美保保育園、美保小学校、全て鳥取市の運営す
る公共施設じゃないですか？この先、既に老朽化している施設はどうするんですか？
市民体育館だけじゃなく、もっと、教育委員会やその他との連携を取って、長期的かつ総合的な
計画が必要だと思います。
〇美保公園の駐車場の整備拡充について：美保公園には多くの施設（体育館・野球場・市民プー
ル・青少年ホーム等）があります。今は車社会です。駐車場も総合的に考慮していただきたい。
〇勤労青少年ホームの体育館の機能はどうなるのか？：市民体育館に隣接していた勤労青少年の
ための体育館がありました。現在は大路川の改修工事のため撤去され現在はありません。撤去後
の考え方はどうなっているのでしょうか。廃止か、新設か、又は市民体育館にその機能を持たせ
るのでしょうか。整理し市民に示すべきではないでしょうか。

　勤労青少年ホーム及び体育館については、新しい公
共施設経営の考え方を踏まえ新たな体育館に複合化を
図るか機能を移転する方向で検討を進めたいと考えて
いるところです。（基本構想案　9ページ）

その他

　本市ではスポーツに関する施策を総合的に推進する
ため「鳥取市スポーツ推進計画」を策定し「年齢や性
別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じてスポー
ツに親しむことのできるまち」を基本理念としていま
す。具体的な施策を展開するための４つの基本方針の
一つに「地域におけるスポーツ活動の推進」を掲げて
おり、地域においてもスポーツ活動を実践できる環境
を整えることが大切な施策と位置づけているところで
す。

　地区体育館については、合併地域の総合体育館や廃
校となった旧小学校の体育館を合わせると、現在４２
の地区体育館がありますが、全体に老朽化が進んでお
り、平成２７年度に実施した調査では、全体の約４割
が「顕著な劣化がみられる」と判定されています。
　本市では、平成２６年度から継続的に開催している
外部有識者による「市民体育館等あり方検討委員会」
において、市民体育館を含む市内体育館の今後のあり
方の検討を進めており、地区体育館の位置づけや管理
方法、統廃合を含めた地区体育館の再整備に係る基本
的な考え方をまとめたいと考えています。
　美保地区における体育館についても、その基本的な
考え方を踏まえて検討したいと思います。

　市民体育館の更新に限らず、本市では、公共施設の
更新問題に対応するため、全庁的に連携を図りながら
「新しい公共施設経営」に取り組んでいます。次世代
に過度な財政負担を残さないことを前提とし、中長期
的かつ総合的な視点から各施設における公共サービス
提供のあり方や今後の施設の方向性等について検討を
進めているところです。

地区体育館に関
連する意見
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